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目 的:企業の操業継続に必要なサプライチェーン企

業をマッピング化し、将来の感染症パンデミックや

その他有事災害での SC のレジリエントを確保したい 

その為に商工団体との協働をしていきたい 

           

例 ●有事のエッセンシャル指定が必要になった場合  

i) 国際供給網でのセカンド・サードソース必要  ii) 輸入パーツの内国製化必要 
 

 1．背 景 
・MCO による影響 

i) MCO 期間に於ける特定産業の操業制限 

ii) 国内・国際 SC の分断 

 

２．不測の事態に備えた産業継続計画が必要、その為に 
i)   産業界からの情報収集と必要なアクションの検討 

ii)  SC に求められるレジリエントと事業継続を考えたプラン 

iii) Malaysia Key Supply Chain の為のアクションプラン 

iv) 製造セクターと製造関連サービス(MRS)サプライチェーン統合とデジタル化 



３．自給を目指した SC マッピング 
プライオリティーはエッセンシャル製品の自給

と製造の安全保全 

➢ 健康（飲食料・薬・医療機器） 

➢ 海外市場のニーズ（E&E、自動車） 

➢ 安全・保安（PPE） 

 

サプライチェーンの自給自足は、ローカルサプライチェーンを進化させて →  

   i) 輸入依存度を減らして代替をさがす 

 ii) 同時に輸出競争力もつける 

 

４．製造 SC のリスクマネジメント 

ステップごとに進める 

STEP 1) SC の脆弱性とリスクを特定 

STEP 2) 対策 

STEP 3)   体制 

STEP 4)   モニターする 

STEP 5)   管理体制と適宜の見直し 

 

５．サプライチェーンマッピング（SCM）の焦点 
i) Upstream SC     :原材料・中間材料 

ii)  Midstream SC     : 製品 

iii)  Downstream SC : 販売 

 

(製品製造工程のみならず梱包材、物流、建設、

エンジ等 いわゆる製造関連サービス MRS も 

含む) 



 

６．SC の段階ごとのリスク要因を特定 

Supply chain nodes 

・製品開発・導入段階 

・プランニング 

・原材料調達 

・内製 

・外注 

・販売 

 

７．SCM 作成の今後の進め方（MITI による体制提案） 
・サプライチェーン事業継続タスクフォース(SCBC)設置 (DS ノラズマン副次官) 

・３ワーキンググループ設置（PPP で進めたい） 

 ① 政策・戦略グループ 

 ② 非常事態対策グループ 

 ③ 協働実施グループ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

８．SCM 作成の今後の進め方 (ファクトシートの作成) 

●MITI で作成されるフォームに各産業団体が記入し提出する 
まず業務カテゴリー毎の問題点を抽出する 

（・製品開発導入段階 ・プランニング ・原材料調達 ・内製 ・外注 ・販売） 

 

   例 (同日午後のワークショップでの事例作成) 

 

８．SCM 作成の今後の進め方 
前述 sec.4 STEP 1)SC の脆弱性とリスクを特定 STEP 2)対策推進の為、 

●MITI との SC 継続会議 

●MITI への情報提供 


